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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の第１開口部が設けられた筐体と、
　前記筐体の内面に設けられた突起であって、前記筐体の内面に繋がる該突起の基端部に
位置した第１部分と、該突起の先端部に位置して前記筐体の内面に略垂直な方向で前記第
１部分と略同じ太さまたは前記第１部分よりも細い第２部分とを有した係合部と、
　前記筐体に収容されて第２開口部が設けられたキーボードベースと、該キーボードベー
スに設けられて前記複数の第１開口部から其々露出された複数のキーとを有し、前記第２
開口部に前記第１部分が通されることで、前記キーボードベースが前記筐体の内面に接し
た状態で前記第２開口部と前記第１部分とが係合して位置が固定されたキーボードと、
　前記第１開口部とは反対側から前記キーボードを支持した部材と、
　を有し、
　前記部材は、第３開口部が設けられ、前記キーボードの位置が前記第１部分によって固
定されるとともに前記第３開口部に前記第２部分が通されて該部材が前記キーボードに接
した状態で、前記内面と略平行にスライドされて前記第３開口部の縁部が前記第２部分に
係合された電子機器。
【請求項２】
　請求項１の記載において、
　前記内面に設けられ、前記スライドされた前記部材が係合されて前記部材の前記スライ
ドされた方向とは反対方向への移動が規制される支持部をさらに有した電子機器。
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【請求項３】
　請求項１または請求項２の記載において、
　前記筐体は、前記複数の第１開口部の間に閉塞部を有し、
　前記係合部は、前記閉塞部に設けられた電子機器。
【請求項４】
　請求項１または請求項３の記載において、
　前記キーボードベースは、前記内面に面した第１面と、該第１面とは反対側に位置して
前記部材に面した第２面とを有し、
　前記第１部分は、前記第３開口部の縁部が該第１部分に接しないように、前記第２面か
ら離れるように傾斜した傾斜部を有した電子機器。
【請求項５】
　請求項１または請求項４の記載において、
　前記第１部分は、円柱状であり、前記第２開口部は、前記第１部分が通される丸穴であ
る電子機器。
【請求項６】
　請求項５の記載において、
　前記第３開口部は、前記スライドされる方向に延びた長穴である電子機器。
【請求項７】
　請求項１または請求項６の記載において、
　前記係合部及び前記第２開口部は、其々、複数設けられ、
　複数の前記第２開口部は、２つの第１孔と、複数の第２孔とを含み、
　前記第１孔と前記第１部分との間の隙間は、前記第２孔と前記第１部分との間の隙間よ
りも小さく、
　前記２つの第１孔は、前記キーボードベースの両端部に分かれて位置した電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　キーボードを有した電子機器が提供されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平７－１４１０５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　電子機器は、コストダウンが要望されている。
【０００５】
　本発明の目的の一つは、コストダウンを図ることができる電子機器を提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一つの実施形態によれば、電子機器は、筐体と、係合部と、キーボードと、部材とを有
する。前記筐体は、複数の第１開口部が設けられている。前記係合部は、前記筐体の内面
に設けられた突起であって、前記筐体の内面に繋がる該突起の基端部に位置した第１部分
と、該突起の先端部に位置して前記筐体の内面に略垂直な方向で前記第１部分と略同じ太
さまたは前記第１部分よりも細い第２部分とを有する。前記キーボードは、前記筐体に収
容されて第２開口部が設けられたキーボードベースと、該キーボードベースに設けられて
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前記複数の第１開口部から其々露出された複数のキーとを有し、前記第２開口部に前記第
１部分が通されることで、前記キーボードベースが前記筐体の内面に接した状態で前記第
２開口部と前記第１部分とが係合して位置が固定されている。前記部材は、前記第１開口
部とは反対側から前記キーボードを支持する。前記部材は、第３開口部が設けられ、前記
キーボードの位置が前記第１部分によって固定されるとともに前記第３開口部に前記第２
部分が通されて該部材が前記キーボードに接した状態で、前記内面と略平行にスライドさ
れて前記第３開口部の縁部が前記第２部分に係合される。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】第１実施形態に係る電子機器の斜視図。
【図２】図１中に示されたカバーの上面を示す斜視図。
【図３】図２中に示されたカバーの内面を示す斜視図。
【図４】図３中に示されたカバーからサポートプレート及びキーボードを取り外した状態
を示す斜視図。
【図５】図４中に示された部品の一部を拡大して示す斜視図。
【図６】図５中に示された係合部を拡大して示す斜視図。
【図７】図５中に示された係合部を拡大して示す斜視図。
【図８】図７中に示された係合部のＦ８－Ｆ８線に沿う断面図。
【図９】図５中に示されたサポートプレートの一部を拡大して示す斜視図。
【図１０】図９中に示された支持部のＦ１０－Ｆ１０線に沿う断面図。
【図１１】第１実施形態に関連した電子機器のカバーの内面を示す斜視図。
【図１２】図１１中に示されたカバーからキーボードを取り外した状態を示す斜視図。
【図１３】第２実施形態に係る電子機器のサポートプレートを示す斜視図。
【図１４】第３実施形態に係る電子機器のサポートプレートを示す斜視図。
【図１５】第４実施形態に係る電子機器の斜視図。
【図１６】図１５中に示された電子機器のサポートプレートを示す斜視図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、実施の形態について、図面を参照して説明する。なお本明細書では、複数の表現
が可能な各要素について一つ以上の他の表現の例を付すことがあるが、これは他の表現が
付されていない要素について異なる表現がされることを否定するものではないし、例示さ
れていない他の表現がされることを制限するものでもない。
【０００９】
　（第１実施形態）　
　図１乃至図１０を参照して、第１実施形態に係る電子機器１について説明する。本実施
形態に係る電子機器１は、例えばノートブック型ポータブルコンピュータ（ノートＰＣ）
である。なお、本明細書で説明される全ての実施形態が適用可能な電子機器は、上記例に
限られない。本明細書で説明される全ての実施形態は、例えばスレート型ポータブルコン
ピュータ（スレートＰＣ、タブレット）や、テレビジョン受像機、携帯電話（スマートフ
ォンを含む）、ゲーム機など種々の電子機器に広く適用可能である。
【００１０】
　図１に示すように、電子機器１は、第１ユニット２と、第２ユニット３と、ヒンジ４ａ
，４ｂとを有する。第１ユニット２は、例えばメインボードが搭載されたメインユニット
である。第１ユニット２は、第１筐体５を有する。第１筐体５には、例えばメインボード
としての回路基板６が収容されている。
【００１１】
　第１筐体５は、上壁７（第１壁）、下壁８（底壁、第２壁）、及び周壁９（側壁、第３
壁）を有し、扁平な箱状に形成されている。なお本明細書では、ユーザーから見て、上下
左右を定義する。また、ユーザーに近い方を「前」、ユーザーから遠い方を「後」と定義
する。
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【００１２】
　下壁８は、電子機器１が机の上に置かれた時、その机上面（外部載置面、載置面、外部
面）に向かい合う。下壁８には、例えば机上面に接する複数の脚部１０（支持部）が設け
られている。上壁７は、下壁８とは反対側に位置し、下壁８と略平行に延びている（広が
っている）。
【００１３】
　上壁７には、キーボード１１が設けられている。キーボード１１は、入力部（入力受付
部）の一例である。なお、第１筐体５に設けられる入力部は、キーボードに限定されず、
タッチパネル（タッチセンサ）やその他の入力装置でもよい。周壁９は、上壁７及び下壁
８とは交差する方向に延び、下壁８の周縁部と上壁７の周縁部とを繋いでいる。
【００１４】
　図１に示すように、第１筐体５は、第１カバー１２（上カバー）と、第２カバー１３（
下カバー、ベース）とを有する。第１カバー１２の一例は、上壁７を含む。第２カバー１
３の一例は、下壁８及び周壁９を含む。第１カバー１２と第２カバー１３とが組み合わさ
れることで、第１筐体５が構成されている。
【００１５】
　図１に示すように、第２ユニット３は、表示ユニットである。第２ユニット３は、第２
筐体１５と、第２筐体１５に収容された表示装置１６（表示部、ディスプレイ、表示モジ
ュール）とを有する。表示装置１６は、表示画面１６ａを有する。表示装置１６は、例え
ば液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、又は有機ＥＬディスプレイであるが、これらに限定され
ない。第２筐体１５の前壁は、表示画面１６ａが露出する開口部１５ａが設けられている
。
【００１６】
　図１に示すように、ヒンジ４ａ，４ｂは、第１筐体５と、第２筐体１５とに其々固定さ
れ、第１筐体５と第２筐体１５とを回動可能（開閉可能）に連結している。これにより、
第２筐体１５は、第１筐体５と該第２筐体１５とが重ねられた第１位置と、第１筐体５と
該第２筐体１５とが開かれた第２位置との間で回動可能である。上記第１位置では、キー
ボード１１及び表示画面１６ａが外部に露出される。上記第２位置では、キーボード１１
及び表示画面１６ａが外部から隠される。
【００１７】
　次に、本実施形態におけるキーボード１１の取付構造について説明する。キーボード１
１（または後述のキーボードベース２１）は、「モジュール」の一例である。なお、本明
細書で説明される取付構造は、キーボードに限らず、ディスプレイやその他のモジュール
（ユニット）に広く適用可能である。
【００１８】
　図１に示すように、本実施形態に係るキーボード１１は、タイルキーボードである。キ
ーボード１１は、キーボードベース２１（ベース、図４参照）と、該キーボードベース２
１に設けられた複数のキー２２（キートップ）とを有する。
【００１９】
　キーボードベース２１は、キーボード１１の外形と略同じ大きさのシートである。キー
ボードベース２１は、メンブレン（メンブレンシート）を含む。メンブレンは、各キー２
２に対応した複数の接点と、これら接点を結ぶ配線パターンとを有する。また、キーボー
ドベース２１には、回路基板６に接続されるフレキシブル配線板が接続されている。
【００２０】
　キーボードベース２１は、第１筐体５（以下、筐体５）に収容されている。キーボード
ベース２１は、第１面２１ａと、第２面２１ｂとを有する。第１面２１ａは、上壁７の内
面７ａに面する。第２面２１ｂは、第１面２１ａとは反対側に位置し、筐体５の内部に面
する。第２面２１ｂは、後述のサポートプレート２３に面する。複数のキー２２は、キー
ボードベース２１の第１面２１ａに実装されている。
【００２１】
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　一般的に、キーボードユニットは、キーボードベースと、複数のキーと、キーボードベ
ースの下面を覆う板金とが一体に構成されている。一方で、本実施形態に係るキーボード
１１は、板金が後述のサポートプレート２３として分離されている。このため、本実施形
態に係るキーボード１１は、板金が設けられておらず、柔軟性（可撓性）を有する。また
、板金がサポートプレート２３として分離されているため、本実施形態に係るキーボード
１１は、一般的なキーボードに比べて薄型化を図ることができる。
【００２２】
　図２及び図３は、第１カバー１２を示す。第１カバー１２は、例えばワンピース部品で
あり、ひと繋がりに構成されている。上壁７は、複数の第１開口部２５と、これら複数の
第１開口部２５の間に設けられた閉塞部２６（梁部）とを有する。閉塞部２６は、キーボ
ードベース２１の第１面２１ａに面する。閉塞部２６は、例えば格子状に設けられている
。
【００２３】
　キーボード１１の複数のキー２２は、複数の第１開口部２５から其々外部に露出される
。詳しく述べると、上述したようにキーボードベース２１は、筐体５に収容されている。
複数のキー２２は、筐体５の内側から第１開口部２５に通され、第１開口部２５から外部
に突出している。一方で、キーボードベース２１の大部分は、上壁７の閉塞部２６によっ
て外部から隠される。これにより、すっきりとした外観の電子機器１が提供される。
【００２４】
　ここで、筐体５は、第１内面７ａと、第２内面とを有する。第１内面７ａは、上壁７の
内面である。第２内面は、下壁８の内面である。本明細書で「内面」と用いる場合は、第
１内面７ａを指す。第１内面７ａは、例えばモジュールが外部に露出される開口部が設け
られた壁の内面である。本実施形態では、第１内面７ａは、キーボード１１が外部に露出
される開口部２５が設けられた壁７の内面である。
【００２５】
　図４及び図５に示すように、筐体５の内面７ａには、複数の係合部２７が設けられてい
る。係合部２７は、筐体５の内面７ａから筐体５の内側に突出した突起である。筐体５の
内面７ａは、キーボード取付領域２８を有する。キーボード取付領域２８は、キーボード
ベース２１に面する領域である。複数の係合部２７は、キーボード取付領域２８の略全域
に分かれて位置する。
【００２６】
　少なくとも一つの係合部２７は、複数の第１開口部２５の間に位置し、閉塞部２６に設
けられている。なお本実施形態では、いくつかの係合部２７は、閉塞部２６に設けられて
いる。さらに、別のいくつかの係合部２７は、キーボード取付領域２８の周縁部（端部、
周端部、縁部）に設けられている。
【００２７】
　図６乃至図８に示すように、係合部２７の一例は、第１部分３１（第１係合部、支持部
、位置決め部）と、第２部分３２（第２係合部、係合部、固定部）とを含む突起である。
第１部分３１と第２部分３２とは、係合部２７の突出方向（筐体５の厚さ方向）に重なる
。第１部分３１は、上記突起の基端部を構成し、筐体５の内面７ａに繋がる（隣接する）
。第２部分３２は、上記突起の先端部を構成し、筐体５の内側に突出している。つまり、
第２部分３２は、第１部分３１の先端に設けられている。換言すれば、第１部分３１は、
筐体５の内面７ａと第２部分３２との間に位置する。
【００２８】
　図６乃至図８に示すように、第１部分３１は、例えば円柱状である。第１部分３１は、
キーボード１１（キーボードベース２１）を位置決めする部分である。第１部分３１は、
例えばキーボードベース２１と略同じ厚さを有する。
【００２９】
　第２部分３２は、第１部分３１からさらに突出した部分である。第２部分３２は、後述
するサポートプレート２３が取り付けられて固定される部分である。第２部分３２は、例
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えば第１部分３１に連続した円柱状である。第２部分３２の外形は、例えば第１部分３１
の外形と略同じ、または第１部分３１の外形よりも小さい。
【００３０】
　図４及び図５に示すように、キーボードベース２１は、複数の係合部２７に其々対応し
た位置に、複数の第２開口部３４が設けられている。第２開口部３４は、例えば係合部２
７の第１部分３１の外形に対応した開口形状を有する。第２開口部３４は、例えば第１部
分３１が通される丸穴である。
【００３１】
　ここで、第１方向Ｘ、第２方向Ｙ、及び第３方向Ｚを定義する。第１方向Ｘ及び第２方
向Ｙは、筐体５の内面７ａに沿う。第１方向Ｘは、例えば筐体５の前から後ろに向かう方
向であり、筐体５の短手方向である。
【００３２】
　第２方向Ｙは、第１方向Ｘとは交差した（例えば略直交した）方向である。第２方向Ｙ
は、例えば筐体５の左から右に向かう方向であり、筐体５の長手方向である。第３方向Ｚ
は、第１方向Ｘ及び第２方向Ｙとは交差した（例えば略直交した）方向である。第３方向
Ｚは、下壁８から上壁７に向かう方向であり、筐体５の厚さ方向である。
【００３３】
　図４及び図５に示すように、キーボード１１は、第３方向Ｚから筐体５の内面７ａに置
かれる。係合部２７の第１部分３１及び第２部分３２は、第２開口部３４に通される。こ
れにより、キーボード１１は、筐体５の内面７ａに接する。キーボード１１（キーボード
ベース２１）は、係合部２７の第１部分３１が第２開口部３４に通されることで、第１部
分３１によって位置決めされる。つまり、キーボード１１は、係合部２７の第１部分３１
によって位置が規制され、第１方向Ｘ及び第２方向Ｙの移動が抑制される。
【００３４】
　詳しく述べると、複数の第２開口部３４は、例えば２つの第１孔３４ａと、例えば複数
の第２孔３４ｂとを含む。第２孔３４ｂは、複数の第２開口部３４のうち、例えば第１孔
３４ａに該当しない残りの孔が全て該当する。第２孔３４ｂは、係合部２７の外形に対し
て比較的大きい。つまり、第２孔３４ｂと係合部２７との間には、隙間（遊び）が設けら
れている。これにより、第２孔３４ｂは、係合部２７に対してある程度、位置ずれするこ
とができる。
【００３５】
　一方で、第１孔３４ａは、位置決め用の開口部である。第１孔３４ａと係合部２７との
間の隙間は、第２孔３４ｂと係合部２７との間の隙間よりも小さい。第１孔３４ａが係合
部２７に係合されることで、キーボード１１の位置が定まる。例えば２つの第１孔３４ａ
は、キーボード１１の両端部に分かれて位置する。
【００３６】
　本実施形態では、キーボード１１は、４つの角部を含む長方形状である。２つの第１孔
３４ａは、キーボード１１の対角となる２つの角部に分かれて位置する。なお、第２孔３
４ｂの数は、２つに限らず、３つ以上でもよい。また、第２孔３４ｂは、キーボード１１
の両端部に分かれて位置しなくてもよい。
【００３７】
　次に、サポートプレート２３（補強部、補強板、金属板、金属部、支持部、保持部、板
金、板部、板）について説明する。サポートプレート２３は、「部材（部品）」の一例で
ある。
【００３８】
　サポートプレート２３は、例えば金属製の板部品である。サポートプレート２３は、キ
ーボード１１よりも剛性が高い。サポートプレート２３は、キーボードベース２１の第２
面２１ｂに面する。サポートプレート２３は、筐体５の内面７ａ（第１開口部２５）とは
反対側からキーボード１１に面する。
【００３９】
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　サポートプレート２３は、キーボード１１の外形と略同じ、またはキーボード１１の外
形よりも一回り大きい。サポートプレート２３は、例えばキーボード１１の全体を覆う。
サポートプレート２３は、筐体５の内面７ａ（第１開口部２５）とは反対側からキーボー
ド１１に接し、キーボード１１を支持する。サポートプレート２３は、キーボード１１を
筐体５の内面７ａに向けて押さえる。
【００４０】
　図４及び図５に示すように、サポートプレート２３は、複数の係合部２７に其々対応し
た位置に、複数の第３開口部３６を有する。第３開口部３６は、係合部２７の第２部分３
２が挿入可能な開口形状を有する。第３開口部３６の一例は、第１方向Ｘに延びた長穴で
ある。図６及び図７に示すように、第３開口部３６は、第２開口部３４に重なり、第２開
口部３４に連通する。第３開口部３６には、係合部２７の第２部分３２が通される。
【００４１】
　図４及び図５に示すように、サポートプレート２３は、第３方向Ｚからキーボードベー
ス２１の第２面２１ｂに置かれる。係合部２７の第２部分３２は、第３開口部３６に通さ
れる。これにより、サポートプレート２３は、キーボードベース２１の第２面２１ｂに接
する。
【００４２】
　サポートプレート２３は、キーボード１１が係合部２７の第１部分３１によって位置決
めされ、且つ、第３開口部３６に係合部２７の第２部分３２が通されて該サポートプレー
ト２３がキーボード１１に接した状態で、筐体５の内面７ａと略平行にスライドされる。
【００４３】
　詳しく述べると、サポートプレート２３は、キーボードベース２１の第２面２１ｂに置
かれた状態で、第１方向Ｘにスライドされる。これにより、第３開口部３６の縁部が係合
部２７の第２部分３２に係合される。これにより、サポートプレート２３は、係合部２７
の第２部分３２に固定され、係合部２７によって支持される。これにより、サポートプレ
ート２３は、筐体５の内面７ａ（第１開口部２５）とは反対側からキーボード１１を支持
する。
【００４４】
　さらに詳しく述べると、図６乃至図８に示すように、係合部２７の第２部分３２は、フ
ック状に形成され、受け部３７（溝、取付部、嵌合部）が設けられている。受け部３７は
、例えば筐体５の内面７ａと略平行に延びた溝である。受け部３７は、第１方向Ｘとは反
対方向でサポートプレート２３の第３開口部３６の縁部に面する。受け部３７は、第１方
向Ｘにスライドされたサポートプレート２３が挿入され、該サポートプレート２３を受け
る。
【００４５】
　詳しく述べると、図８に示すように、サポートプレート２３は、第１面２３ａと、第２
面２３ｂとを有する。第１面２３ａは、キーボード１１に面する。第２面２３ｂは、第１
面２３ａとは反対側に位置し、筐体５の内部に露出される。
【００４６】
　一方で、受け部３７は、第１面３７ａ及び第２面３７ｂを有する。第１面３７ａは、筐
体５の内面７ａ（第１開口部２５）とは反対側からサポートプレート２３に面する。すな
わち、受け部３７の第１面３７ａは、サポートプレート２３の第２面２３ｂに面する。受
け部３７の第１面３７ａは、サポートプレート２３の第２面２３ｂに接し、該第２面２３
ｂを支持する。
【００４７】
　受け部３７の第２面３７ｂは、第１面３７ａとは交差した（例えば略直交した）方向に
延びている。第２面３７ｂは、例えば筐体５の厚さ方向に延びている。第２面３７ｂは、
第１方向Ｘとは反対方向からサポートプレート２３に面する。第２面３７ｂは、第３開口
部３６の内周面に面する。第２面３７ｂは、サポートプレート２３の第１方向Ｘの移動を
規制する。第３開口部３６の縁部は、第２面３７ｂと略平行に延びた直線部３６ａを有す
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る。該直線部３６ａが第２面３７ｂに接することで、サポートプレート２３の移動が規制
される。
【００４８】
　図８に示すように、係合部２７の第１部分３１は、傾斜部４１（傾斜面）を有する。傾
斜部４１は、第１部分３１と第２部分３２との境界に設けられている。傾斜部４１は、第
３開口部３６の縁部が該第１部分３１に接しないように、キーボードベース２１の第２面
２１ｂから離れるように傾斜している。
【００４９】
　詳しく述べると、傾斜部４１は、第１端部４１ａと、第２端部４１ｂとを有する。第１
端部４１ａは、第２部分３２の第２面３７ｂの端に繋がっている。第２端部４１ｂは、第
１端部４１ａとは反対側に位置する。第２端部４１ｂは、第１端部４１ａに比べて、筐体
５の内面７ａの近くに位置する。
【００５０】
　つまり、傾斜部４１は、第１端部４１ａから第２端部４１ｂに進むに従い、サポートプ
レート２３から離れる向きに傾斜している。第２端部４１ｂは、キーボード１１の第２開
口部３４の内側に位置する。第２端部４１ｂは、キーボードベース２１の第２面２１ｂよ
りも、筐体５の内面７ａの近くに位置する。このため、サポートプレート２３がスライド
移動されるとき、サポートプレート２３が傾斜部４１の第１部分３１に引っ掛かりにくい
。このため、サポートプレート２３は、受け部３７の奥に向けてスムーズに移動される。
【００５１】
　図４及び図５に示すように、サポートプレート２３は、いくつかの係合部２７に其々対
応した位置に、複数の切欠き部４３を有する。サポートプレート２３は、キーボードベー
ス２１の第２面２１ｂに置かれた状態で、第１方向Ｘにスライドされる。これにより、第
３開口部３６の縁部と同様に、切欠き部４３の縁部が係合部２７の第２部分３２の受け部
３７に係合する。これにより、サポートプレート２３は、係合部２７の第２部分３２に固
定され、係合部２７によって支持される。
【００５２】
　図４に示すように、サポートプレート２３の端部には、複数の第４開口部４５が設けら
れている。図９及び図１０に示すように、筐体５の内面７ａには、複数の第４開口部４５
に其々対応した位置に複数の支持部４６（第２係合部、固定部、取付部、外れ防止部、爪
部）が設けられている。第４開口部４５は、支持部４６が挿入可能な開口形状を有する。
【００５３】
　図１０に示すように、支持部４６は、筐体５の内面７ａから筐体５の内側に向いて突出
した突起である。支持部４６は、第１面４６ａと、第２面４６ｂと、第３面４６ｃとを有
する。第１面４６ａは、筐体５の厚さ方向に延びている。第１面４６ａは、第１方向Ｘで
、第４開口部４５の内周面に面する。第１面４６ａは、係止面（位置規制面）である。第
１面４６ａは、第４開口部４５の内面に接し、第１方向Ｘとは反対方向へのサポートプレ
ート２３の移動を規制する。
【００５４】
　第２面４６ｂは、第１面４６ａとは反対側に位置する。第２面４６ｂは、第１方向Ｘと
は反対方向から、サポートプレート２３に面する。第２面４６ｂは、傾斜部（傾斜面）で
ある。第３面４６ｃは、第１面４６ａと第２面４６ｂとに亘る。
【００５５】
　第２面４６ｂは、キーボードベース２１の第２面２１ｂから離れるように傾斜している
。詳しく述べると、第２面４６ｂは、第１端部４６ｂａと、第２端部４６ｂｂとを有する
。第１端部４６ｂａは、第３面４６ｃの端に繋がっている。第２端部４６ｂｂは、第１端
部４６ｂａとは反対側に位置する。第２端部４６ｂｂは、第１端部４６ｂａに比べて、筐
体５の内面７ａの近くに位置する。
【００５６】
　つまり、第２面４６ｂは、第１端部４６ｂａから第２端部４６ｂｂに進むに従い、サポ
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ートプレート２３から離れる方向に傾斜している。第２端部４６ｂｂは、キーボード１１
の第４開口部４５の内側に位置する。第２端部４６ｂｂは、キーボードベース２１の第２
面２１ｂよりも、筐体５の内面７ａの近くに位置する。このため、サポートプレート２３
は、スライド移動されるとき、支持部４６の第２面４６ｂに接触する。第４開口部４５の
縁部は、第２面４６ｂに案内されて支持部４６を乗り超える。これにより、支持部４６が
第４開口部４５に挿入され、支持部４６が第４開口部４５に係合する。これにより、第１
方向Ｘとは反対方向へのサポートプレート２３の移動が規制される。
【００５７】
　次に、キーボード１１の固定方法について説明する。　
　図４に示すように、まず、キーボード１１が、上壁７の内面７ａに置かれる。具体的に
は、キーボードベース２１の第２開口部３４に係合部２７の第１部分３１及び第２部分３
２が通される。これにより、係合部２７の第１部分３１によってキーボード１１の位置が
定まる。
【００５８】
　次に、サポートプレート２３が、キーボード１１の第２面２１ｂに置かれる。具体的に
は、サポートプレート２３の第３開口部３６に係合部２７の第２部分３２が通される。こ
れにより、サポートプレート２３は、キーボード１１の第２面２１ｂに接する。
【００５９】
　次に、係合部２７の第１部分３１によってキーボード１１が位置決めされ、且つ、サポ
ートプレート２３がキーボード１１に接した状態で、サポートプレート２３が第１方向Ｘ
にスライドされる。このとき、キーボード１１は、係合部２７の第１部分３１によって位
置決めされているため、サポートプレート２３に引きずられて移動しない。
【００６０】
　スライドされたサポートプレート２３は、係合部２７の第２部分３２に係合し、筐体５
の内面７ａとは反対側から支持される。これにより、サポートプレート２３は、筐体５の
内面７ａとは反対側からキーボード１１を支持する。
【００６１】
　スライドされたサポートプレート２３は、第４開口部４５が支持部４６に係合する。こ
れにより、サポートプレート２３は、第１方向Ｘとは反対方向への移動が規制され、係合
部２７から外れなくなる。以上のように、キーボード１１及びサポートプレート２３が取
り付けられる。つまり本実施形態では、一つの板金部材によってキーボード１１を取り付
けることができる。本実施形態では、キーボード１１及びサポートプレート２３の取付け
にねじのような固定部材が用いられない。
【００６２】
　一方で、キーボード１１及びサポートプレート２３を分解する場合は、サポートプレー
ト２３の端部を少し持ち上げ、第４開口部４５を支持部４６から外すとともに、サポート
プレート２３を第１方向Ｘとは反対方向にスライドさせる。これにより、キーボード１１
及びサポートプレート２３を筐体５から分解することができる。本実施形態では、キーボ
ード１１及びサポートプレート２３の分解に工具が必要ない。
【００６３】
　このような構成によれば、電子機器１のコストダウンを図ることができる。
【００６４】
　比較のため、図１１及び図１２に電子機器の一例を示す。この電子機器では、キーボー
ドユニットは、キーボードベースと、複数のキーと、該キーボードユニットを補強する板
金とが一体に構成されている。キーボードユニットは、複数のねじによって筐体の内面に
固定される。このため、部品点数が多くなるとともに、組立工程で多数のねじを固定する
作業が必要になる。これらは、電子機器のコストダウンを困難にする。
【００６５】
　一方で、本実施形態では、電子機器１は、筐体５の内面７ａに設けられた係合部２７と
、筐体５の内面７ａと略平行にスライドされて係合部２７に係合され、筐体５の内面７ａ
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とは反対側からキーボード１１を支持したサポートプレート２３とを有する。このような
構成によれば、サポートプレート２３をスライドさせて係合部２７に係合されることで、
キーボード１１を固定することができる。
【００６６】
　このため、例えばねじのような固定部材の数を減らすことができる。これにより、部品
点数を少なくすることができるとともに、組立工程を簡略化することができる。これによ
り、電子機器１のコストダウンを図ることができる。
【００６７】
　本実施形態では、係合部２７は、第１部分３１と、第２部分３２とを有する。キーボー
ド１１は、第１部分３１に係合して位置決めされる。サポートプレート２３は、キーボー
ド１１が第１部分３１によって位置決めされた状態で、筐体５の内面７ａと略平行にスラ
イドされて第２部分３２に係合され、キーボード１１を支持する。このような構成によれ
ば、係合部２７によってキーボード１１の位置が安定するため、他の部材でキーボード１
１の位置を支持する必要がなくなる。このため、電子機器１のさらなるコストダウンを図
ることができる。
【００６８】
　本実施形態では、筐体５は、複数の第１開口部２５を有する。キーボード１１は、第１
開口部２５から其々露出された複数のキー２２を有する。このような構成によれば、タイ
ルキーボードの固定部材の数を減らすことができる。これにより、電子機器１のコストダ
ウンを図ることができる。
【００６９】
　本実施形態では、係合部２７は、サポートプレート２３を受ける受け部３７が設けられ
ている。受け部３７は、筐体５の内面７ａとは反対側からキーボード１１を支持した面３
７ａを有する。このような構成によれば、固定部材の数を減らしても、キーボード１１を
安定して支持することができる。
【００７０】
　本実施形態では、サポートプレート２３は、キーボード１１と略同じ、またはキーボー
ド１１よりも大きい。サポートプレート２３は、キーボード１１の下面の全域を覆う。こ
のため、ひとつのサポートプレート２３によってキーボード１１がさらに安定して支持さ
れる。
【００７１】
　本実施形態では、係合部２７の第１部分３１は、筐体５の内面７ａと係合部２７の第２
部分３２との間に位置する。このような構成によれば、第１部分３１と第２部分３２とが
別々に配置される場合に比べて、係合部２７の設置に必要なスペースを小さくすることが
できる。これは、電子機器１の小型化や高密度実装に寄与する。
【００７２】
　さらに上記構成によれば、係合部２７の第２部分３２が通されるキーボード１１の第２
開口部３４を利用して、キーボード１１の位置決めを行うことができる。これにより、キ
ーボード１１や筐体５の構成をさらに単純にすることができる。これは、電子機器１のコ
ストダウンに寄与する。
【００７３】
　本実施形態では、スライドされたサポートプレート２３が係合されてサポートプレート
２３のスライドされる方向とは反対方向への移動が規制される支持部４６が設けられてい
る。このような構成によれば、スライドされたサポートプレート２３を安定して支持する
ことができる。
【００７４】
　本実施形態では、筐体５は、複数の第１開口部２５の間に閉塞部２６を有する。複数の
係合部２７の少なくとも一つは、閉塞部２６に設けられている。このような構成によれば
、キーボード１１の端部のみならず、キーボード１１の中央領域も支持することができる
。このため、キーボード１１がさらに安定して支持される。
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【００７５】
　本実施形態では、第１部分３１は、円柱状である。第２開口部３４は、第１部分３１が
通される丸穴である。このような構成によれば、第２開口部３４の特定の場所に応力が集
中しにくい。このため、キーボード１１をさらに安定して支持することができる。
【００７６】
　本実施形態では、サポートプレート２３の第３開口部３６は、スライドされる方向に延
びた長穴である。このような構成によれば、比較的簡単な構成で、第３開口部３６を確実
に係合部２７に係合させることができる。
【００７７】
　本実施形態では、係合部２７の第１部分３１は、第３開口部３６の縁部が接しないよう
に、キーボードベース２１の第２面２１ｂから離れるように傾斜した傾斜部４１を有する
。このような構成によれば、スライド時に、サポートプレート２３が第１部分３１に引っ
掛かりにくく、サポートプレート２３の移動が安定する。
【００７８】
　本実施形態では、キーボード１１の複数の第２開口部３４は、２つの第１孔３４ａと、
複数の第２孔３４ｂとを含む。第１孔３４ａは、第２孔３４ｂに比べて、係合部２７の第
１部分３１との間の隙間が小さい。このような構成によれば、位置決め用の２つの第１孔
３４ａによって、キーボード１１の位置を精度良く出すことができる。さらに、本実施形
態では、２つの第１孔３４ａは、キーボードベース２１の両端部に分かれて位置する。こ
のような構成によれば、キーボード１１の位置をさらに精度良く出すことができる。
【００７９】
　（第２実施形態）　
　次に、図１３を参照して、第２実施形態に係る電子機器１について説明する。なお、第
１実施形態の構成と同一または類似の機能を有する構成は、同一の符号を付してその説明
を省略する。また、下記に説明する以外の構成は、第１実施形態と同じである。
【００８０】
　本実施形態では、筐体５の内面７ａには、複数の係合部２７が設けられている。係合部
２７は、キーボード取付領域２８から外れ、キーボード取付領域２８の外側（例えば周囲
）に設けられている。本実施形態では、キーボード１１は、第２開口部３４が設けられて
いない。
【００８１】
　係合部２７は、第１部分３１と、第２部分３２とを有する。本実施形態では、第１部分
３１と、第２部分３２とは、互いに分かれて位置する。第１部分３１及び第２部分３２は
、其々、キーボード取付領域２８の周囲に設けられている。第１部分３１は、例えばキー
ボード１１の端部に接する。キーボード１１は、第１部分３１によって位置決めされる。
第１部分３１は、例えばキーボードベース２１と略同じ厚さ、または、キーボードベース
２１よりも薄い。
【００８２】
　本実施形態では、サポートプレート２３は、キーボード１１及びキーボード取付領域２
８よりも一回り大きく形成されている。サポートプレート２３は、キーボード１１に面し
た第１領域５１（第１部分）と、キーボード１１から外れた第２領域５２（第２部分）と
を有する。
【００８３】
　キーボード１１の第２領域５２には、第２開口部３６が設けられている。第２開口部３
６は、第１実施形態の第３開口部３６に相当する。第２開口部３６は、係合部２７の第２
部分３２が挿入可能な開口形状を有する。第２開口部３６の一例は、第１方向Ｘに延びた
長穴である。
【００８４】
　サポートプレート２３は、第３方向Ｚからキーボード１１の第２面２１ｂに置かれる。
係合部２７の第２部分３２は、第２開口部３６に通される。これにより、サポートプレー
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ト２３は、キーボード１１の第２面２１ｂに接する。サポートプレート２３は、キーボー
ド１１が第１部分３１によって位置決めされ、且つ、第２開口部３６に係合部２７が通さ
れて該サポートプレート２３がキーボード１１に接した状態で、筐体５の内面７ａと略平
行にスライドされる。これにより、第２開口部３６の縁部が係合部２７の受け部３７に係
合する。これにより、サポートプレート２３は、係合部２７に固定され、係合部２７によ
って支持される。
【００８５】
　このような構成によれば、第１実施形態と同様に、電子機器１のコストダウンを図るこ
とができる。
【００８６】
　（第３実施形態）　
　次に、図１４を参照して、第３実施形態に係る電子機器１について説明する。なお、第
１及び第２実施形態の構成と同一または類似の機能を有する構成は、同一の符号を付して
その説明を省略する。また、下記に説明する以外の構成は、第１実施形態と同じである。
【００８７】
　本実施形態では、キーボード取付領域２８は、筐体５の他の部分から取り外し可能にな
っている。つまり、第１カバー１２は、第１部材５５と、第２部材５６とを含む。第１部
材５５は、第２カバー１３に組み合わされる部材であり、パームレストを含む上壁７の一
部を含む。第２部材５６は、第１部材５５に取り付けられる。第２部材５６は、キーボー
ド取付領域２８を含む。第２部材５６は、複数の第１開口部２５と閉塞部２６とが設けら
れている。
【００８８】
　本実施形態では、筐体５の内面７ａには、複数の係合部２７が設けられている。係合部
２７は、キーボード取付領域２８から外れ、キーボード取付領域２８の外側（例えば周囲
）に設けられている。本実施形態では、キーボード１１は、第２開口部３４は設けられて
いない。また本実施形態では、係合部２７は、第１部分３１を有しない。
【００８９】
　本実施形態では、サポートプレート２３は、キーボード１１及びキーボード取付領域２
８よりも一回り大きく形成されている。キーボード１１は、サポートプレート２３に取り
付けられ、サポートプレート２３と一体に設けられている。キーボード１１は、例えば接
着剤または両面テープのような接着部材でサポートプレート２３に取り付けられている。
サポートプレート２３は、キーボード１１に面した第１領域５１（第１部分）と、キーボ
ード１１から外れた第２領域５１（第２部分）とを有する。
【００９０】
　キーボード１１の第２領域５２には、第２開口部３６が設けられている。第２開口部３
６は、第１実施形態の第３開口部３６に相当する。第２開口部３６は、係合部２７が挿入
可能な開口形状を有する。第２開口部３６の一例は、第１方向Ｘに延びた長穴である。
【００９１】
　サポートプレート２３は、第３方向Ｚからキーボード１１の第２面２１ｂに置かれる。
係合部２７は、第２開口部３６に通される。サポートプレート２３は、筐体５の内面７ａ
と略平行にスライドされる。本実施形態では、キーボード１１は、サポートプレート２３
に伴ってスライドされる。第２部材５６は、キーボード１１がスライド移動された後に、
第１部材５５に取り付けられる。
【００９２】
　このような構成によれば、第１実施形態と同様に、電子機器１のコストダウンを図るこ
とができる。
【００９３】
　（第４実施形態）　
　次に、図１５及び図１６を参照して、第４実施形態に係る電子機器１について説明する
。なお、第１乃至第３実施形態の構成と同一または類似の機能を有する構成は、同一の符
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号を付してその説明を省略する。また、下記に説明する以外の構成は、第２実施形態と同
じである。
【００９４】
　図１５に示すように、本実施形態に係る電子機器１は、例えばスレート型ポータブルコ
ンピュータ（スレートＰＣ、タブレット）である。電子機器１は、扁平な箱状の筐体５を
有する。筐体５は、上壁７（第１壁）、下壁８（底壁、第２壁）、及び周壁９（側壁、第
３壁）を有する。上壁７は、表示画面１６ａが露出する開口部７ｂが設けられている。
【００９５】
　図１６に示すように、筐体５には、表示装置１６（表示部、ディスプレイ、表示モジュ
ール）を有する。本実施形態では、表示装置１６は、「モジュール」の一例である。本実
施形態に係る表示装置１６は、例えば薄型のシートディスプレイであり、柔軟性（可撓性
）を有する。
【００９６】
　本実施形態では、筐体５の内面７ａには、複数の係合部２７が設けられている。開口部
７ｂから外れ、開口部７ｂの外側に設けられている。内面７ａは、例えばモジュールが外
部に露出される開口部が設けられた壁の内面である。本実施形態では、内面７ａは、表示
装置１６が外部に露出される開口部７ｂが設けられた壁７の内面である。
【００９７】
　係合部２７は、第１部分３１と、第２部分３２とを有する。本実施形態では、第１部分
３１と、第２部分３２とは、互いに分かれて位置する。第１部分３１及び第２部分３２は
、其々、開口部７ｂの周囲に設けられている。第１部分３１は、例えば表示装置１６の端
部に接する。表示装置１６は、第１部分３１によって位置決めされる。第１部分３１は、
例えば表示装置１６と略同じ厚さ、または、表示装置１６よりも薄い。
【００９８】
　本実施形態では、サポートプレート２３は、表示装置１６よりも一回り大きく形成され
ている。サポートプレート２３は、表示装置１６に面した第１領域６１（第１部分）と、
表示装置１６から外れた第２領域６２（第２部分）とを有する。
【００９９】
　表示装置１６の第２領域６２には、第２開口部３６が設けられている。第２開口部３６
は、第１実施形態の第３開口部３６に相当する。第２開口部３６は、係合部２７の第２部
分３２が挿入可能な開口形状を有する。第２開口部３６の一例は、第１方向Ｘに延びた長
穴である。
【０１００】
　サポートプレート２３は、第３方向Ｚから表示装置１６の第２面２１ｂに置かれる。係
合部２７の第２部分３２は、第２開口部３６に通される。これにより、サポートプレート
２３は、表示装置１６の第２面２１ｂに接する。サポートプレート２３は、表示装置１６
が第１部分３１によって位置決めされ、且つ、第２開口部３６に係合部２７が通されて該
サポートプレート２３が表示装置１６に接した状態で、筐体５の内面７ａと略平行にスラ
イドされる。これにより、第２開口部３６の縁部が係合部２７の受け部３７に係合する。
これにより、サポートプレート２３は、係合部２７に固定され、係合部２７によって支持
される。
【０１０１】
　このような構成によれば、第１実施形態と同様に、電子機器１のコストダウンを図るこ
とができる。
【０１０２】
　なお、本発明は上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要
旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具現化できる。また、上記実施形態に開示され
ている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより種々の発明を形成できる。例えば、実施
形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異なる実施形
態に亘る構成要素を適宜組み合わせてもよい。
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【０１０３】
　例えば、係合部２７の形状は、円柱状に限らず、他の形状でもよい。係合部２７は、例
えば四角柱状や三角柱状でもよい。また、第２開口部３４や第３開口部３６の形状も、上
記実施形態に限定されるものではない。
【０１０４】
　例えば、サポートプレート２３は、前後方向のスライドに限らず、左右方向にスライド
されるものでもよい。サポートプレート２３に支持されるモジュールは、キーボード１１
や表示装置１６に限らず、他のモジュールやユニットでもよい。
　以下、いくつかの電子機器を付記する。
[１]、(i)複数の第１開口部が設けられた筐体と、(ii)前記筐体の内面に設けられ、第１
部分と、第２部分とを有した係合部と、(iii)前記筐体に収容されて第２開口部が設けら
れたキーボードベースと、該キーボードベースに設けられて前記複数の第１開口部から其
々露出された複数のキーとを有し、前記第２開口部に前記第１部分が通されて位置決めさ
れたキーボードと、(iv)前記第１開口部とは反対側から前記キーボードを支持した部材と
、を有し、前記部材は、第３開口部が設けられ、前記キーボードが前記第１部分によって
位置決めされ、且つ、前記第３開口部に前記第２部分が通されて該部材が前記キーボード
に接した状態で、前記内面と略平行にスライドされて前記第３開口部の縁部が前記第２部
分に係合された電子機器。
[２]、[１]の記載において、前記係合部は、前記内面から突出して前記第１部分と前記第
２部分とを含む突起であり、前記第１部分は、前記内面と前記第２部分との間に位置した
電子機器。
[３]、[１]または[２]の記載において、前記内面に設けられ、前記スライドされた前記部
材が係合されて前記部材の前記スライドされた方向とは反対方向への移動が規制される支
持部をさらに有した電子機器。
[４]、[１]または[３]の記載において、前記筐体は、前記複数の第１開口部の間に閉塞部
を有し、前記係合部は、前記閉塞部に設けられた電子機器。
[５]、[１]または[４]の記載において、前記キーボードベースは、前記内面に面した第１
面と、該第１面とは反対側に位置して前記部材に面した第２面とを有し、前記第１部分は
、前記第３開口部の縁部が該第１部分に接しないように、前記第２面から離れるように傾
斜した傾斜部を有した電子機器。
[６]、[１]または[５]の記載において、前記第１部分は、円柱状であり、前記第２開口部
は、前記第１部分が通される丸穴である電子機器。
[７]、[６]の記載において、前記第３開口部は、前記スライドされる方向に延びた長穴で
ある電子機器。
[８]、[１]または[７]の記載において、前記係合部及び前記第２開口部は、其々、複数設
けられ、複数の前記第２開口部は、２つの第１孔と、複数の第２孔とを含み、前記第１孔
と前記第１部分との間の隙間は、前記第２孔と前記第１部分との間の隙間よりも小さく、
前記２つの第１孔は、前記キーボードベースの両端部に分かれて位置した電子機器。
[９]、(i)筐体と、(ii)前記筐体の内面に設けられ、第１部分と、第２部分とを有した係
合部と、(iii)前記筐体に収容され、前記第１部分によって位置決めされたモジュールと
、(iv)前記モジュールが前記第１部分によって位置決めされた状態で、前記内面と略平行
にスライドされて前記第２部分に係合され、前記内面とは反対側から前記モジュールを支
持した部材と、を有した電子機器。
[１０]、筐体と、前記筐体の内面に設けられた係合部と、前記筐体に収容されたモジュー
ルと、前記内面と略平行にスライドされて前記係合部に係合され、前記内面とは反対側か
ら前記モジュールを支持した部材と、を有した電子機器。
【符号の説明】
【０１０５】
　１…電子機器、５…筐体、７…上壁、７ａ…内面、８…下壁、９…周壁、１１…キーボ
ード、２１…キーボードベース、２３…サポートプレート、２５…第１開口部、２６…閉
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塞部、２７…係合部、３１…第１部分、３２…第２部分、３４…第２開口部、３４ａ…第
１孔、３４ｂ…第２孔、３６…第３開口部、３６ａ…直線部、４１…傾斜部、４５…第４
開口部、４６…支持部。
【要約】
　
【課題】コストダウンを図ることができる電子機器を提供する。
【解決手段】一つの実施形態によれば、電子機器は、筐体と、前記筐体の内面に設けられ
た係合部と、前記筐体に収容されたモジュールと、前記内面と略平行にスライドされて前
記係合部に係合され、前記内面とは反対側から前記モジュールを支持した部材と、を有す
る。
【選択図】図５

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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